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書
簡
と
扇
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

─ 

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
取
り
組
み 

─

湯　

浅　

邦　

弘

　

江
戸
時
代
の
学
問
所
「
懐
徳
堂
」
に
由
来
す
る
約
五
万
点
の
貴

重
資
料
が
、
現
在
、
大
阪
大
学
に
「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
し
て
収
蔵

さ
れ
て
い
る（

１
）
。
大
阪
大
学
で
は
、
大
学
創
立
七
十
周
年
に
あ
た
る

二
〇
〇
一
年
か
ら
、
こ
の
懐
徳
堂
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
年
々
、
そ
の
成
果
は
蓄
積
さ
れ
、「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
懐
徳
堂 http://kaitokudo.jp/

」
で
の
公
開
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
サ
イ
ト
を
制
作
す
る
際
、
最
も
工
夫
し
た
の
は
、
多
様
な

資
料
へ
の
対
応
で
あ
る
。
文
献
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
容
易
に
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い

て
は
、
そ
の
形
状
や
特
質
に
留
意
し
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
従
来
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は

馴
染
ま
な
い
と
さ
れ
て
き
た
書
簡
（
書
状
）
と
扇
（
扇
子
）
に
つ

い
て
、
大
阪
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
書
簡

　

書
簡
（
手
書
き
の
書
状
）
は
、
古
文
書
読
解
の
中
で
も
最
難
関

の
資
料
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
事
者
同
士
で
し
か
分
か

ら
な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
か
な
り
の
崩
し
字
が

使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

懐
徳
堂
記
念
会
の
創
設
（
一
九
一
〇
年
）
に
尽
力
し
た
西
村
天

囚
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）
の
書
簡
二
十
七
通
が
、
近
年
、
懐

徳
堂
歴
代
学
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
誓
願
寺
（
大
阪
市
中
央
区
）
で

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
明
治
時

代
末
期
の
懐
徳
堂
記
念
会
創
設
の
経
緯
を
記
し
た
重
要
書
簡
を
取

り
上
げ
、
そ
の
画
像
、
翻
刻
、
注
釈
、
解
説
を
提
示
し
た
。

　

な
お
、
懐
徳
堂
記
念
会
と
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
（
一
七
二

四
年
創
立
～
一
八
六
九
年
閉
校
）
の
顕
彰
と
復
興
を
目
的
と
し
た
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財
団
法
人
で
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
大
阪
の
政
財
界

の
協
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
西
村
天
囚
と
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
理
事
兼
講
師
。
名
は

時
彦
、
字
は
子
駿
、
号
は
天
囚
・
碩
園
。
鹿
児
島
種
子
島
出
身
。

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）、東
京
帝
国
大
学
古
典
講
習
科
に
入
学
。

中
退
の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
り
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
創
設

に
尽
力
し
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
」
を
連
載
し
て
、

そ
の
顕
彰
に
努
め
た
。
そ
の
連
載
を
ま
と
め
た
『
懐
徳
堂
考
』
は
、

今
日
に
お
い
て
も
、
懐
徳
堂
研
究
の
最
も
基
本
的
な
文
献
と
し
て

の
価
値
を
持
つ
。

　

西
村
天
囚
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
懐
徳
堂
の
復
興
後

は
、
懐
徳
堂
理
事
・
講
師
を
務
め
た
。
主
著
に
『
日
本
宋
学
史
』

が
あ
る
。
ま
た
、
晩
年
に
は
『
楚
辞
』『
尚
書
』
の
研
究
と
資
料

収
集
に
努
め
、
天
囚
の
書
斎
は
『
楚
辞
』
に
ち
な
ん
で
「
読
騒
廬
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
漢
籍
の
内
で

も
『
楚
辞
』
関
係
資
料
は
、「
楚
辞
百
種
」
と
総
称
さ
れ
、
重
要

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

の
天
囚
の
書
簡
を
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
「
西
村
天
囚
書
簡
」

と
し
て
公
開
し
た
。http://kaitokudo.jp/tensyu/tensyu_

top.htm
l

　

ま
ず
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
図
１
）
に
は
、
全
二
十
七
通
の
書
簡

図１　「西村天囚書簡」トップーページ
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の
ア
イ
コ
ン
と
、
発
信
者
で
あ
る
西
村
天
囚
、
受
信
者
で
あ
る
中

井
木
菟
麻
呂
の
肖
像
画
を
配
置
し
た
。書
簡
の
全
体
的
な
解
説
と
、

西
村
天
囚
・
中
井
木
菟
麻
呂
の
人
物
紹
介
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
青
い
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

次
に
、
各
書
簡
は
、
そ
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
画
像

が
掲
示
さ
れ
る
（
図
２
）。
書
簡
の
画
像
は
、
上
に
「
部
分
」、
下

に
「
全
体
」
が
示
さ
れ
る
。
部
分
画
像
に
は
、
文
番
号
が
付
さ
れ

て
い
る
。崩
し
字
で
書
か
れ
た
書
簡
は
判
読
が
大
変
難
し
い
の
で
、

こ
の
文
番
号
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
翻
刻
文
と

注
釈
が
画
面
右
側
の
上
段
と
下
段
に
掲
示
さ
れ
る
。
閲
覧
者
は
、

こ
の
文
番
号
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
書
簡
を
読
み
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
画
像
は
、
マ
ウ
ス
の
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
っ
て

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
閲
覧
し
て
い
る
位
置
が
、
下
の

全
体
画
像
に
示
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
書
簡
を
紹
介
し
た
本
は
数
多
く
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
書
簡
の
写
真
を
紹
介
す
る
だ
け
の
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
写
真
に
添
え
て
、
翻
刻
を
提
示
す
る
場
合
で
も
、
崩
し
字

が
読
め
な
い
読
者
に
は
、
写
真
の
ど
の
部
分
と
翻
刻
の
ど
の
部
分

が
対
応
し
て
い
る
の
か
、
判
別
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
紙
媒
体
で
公
開
す
る
と
一
方
通
行
の
情
報
提
供
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
公
開
に
よ
り
、
閲
覧
者

図２　各書簡の画像と翻刻・注釈
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か
ら
、
翻
刻
・
注
釈
な
ど
に
関
す
る
新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
か
ら
百
年
前
の
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
時
の
状
況

が
分
か
り
、
か
つ
、
閲
覧
者
か
ら
新
情
報
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。

二
、
扇

　

日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
扇
（
扇
子
）
を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
も
ら
う
か
も
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
懐

徳
堂
の
学
者
・
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）
が
制
作
し

た
「
聖
賢
扇
」
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
二
百
年
以
上
前
の
資
料
な

の
で
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
扇
を
折
り
た
た
ん
だ
り
広
げ
た
り
す
る

こ
と
に
は
大
い
に
躊
躇
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
「
聖
賢
扇
」
を
制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る

こ
と
に
し
た
。http://kaitokudo.jp/ougi/index.htm

l 
（
図
３
）

　

こ
の
扇
は
、扇
面
の
表
に
歴
代
の
聖
賢
や
学
者
の
名
を
朱
筆
し
、

裏
面
に
は
「
醸
評
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
酒
に
た
と
え

て
評
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
表
と
裏
を
対
照
し
て
み
て
初
め
て

そ
の
面
白
さ
が
分
か
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
簡
単
な
マ
ウ
ス

操
作
で
、
扇
の
表
と
裏
を
対
照
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
日
本

の
扇
文
化
が
視
覚
的
に
分
か
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

儒
教
尊
重
の
念
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

図３　デジタルコンテンツ「聖賢扇」
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こ
の
扇
の
外
形
寸
法
は
、
上
弦
長
五
四
・
五
㎝
、
幅
一
六
・

四
㎝
。
原
本
は
失
わ
れ
て
存
し
な
い
が
、
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）

に
履
軒
の
子
・
柚
園
が
写
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
扇

面
の
記
載
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
刊
行
の
『
懐
徳
』
十
七
号
付
録
の

吉
田
鋭
雄
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。

　

以
下
、
履
軒
の
評
を
、
表
面
・
裏
面
を
対
照
さ
せ
て
各
々
記
す
。

な
お
、［　

］
内
は
裏
面
の
「
醸
評
」
の
細
書
。（　

）
は
筆
者
（
湯

浅
）
の
注
記
。
漢
字
を
現
行
字
体
に
し
、
送
り
が
な
を
加
え
る
な

ど
、
表
現
の
一
部
を
改
め
た
。

・
孔
孟
（
孔
子
と
孟
子
）
…
…
伊
丹
極
上
御
膳
酒
［
賞
賛
に
詞

な
し
］

・
漢
以
来
の
俗
学
…
…
諸
国
の
酒［
上
酒
も
あ
り
粗
酒
も
あ
り
、

処
に
よ
り
時
に
よ
り
て
様
々
差
別
あ
り
、
但
よ
き
と
い
う
に

は
限
り
あ
り
、
あ
し
き
は
限
り
な
し
］

・
老
荘
…
…
薩
摩
あ
わ
も
り
［
た
ま
た
ま
に
一
盞
の
賞
玩
、
但

酒
宴
に
出
さ
れ
ぬ
］

・
釈
（
仏
教
）
…
…
チ
ン
タ
［
夷
狄
人
は
う
ま
が
る
げ
な
］

・
道
家
…
…
薬
保
命
酒
［
名
目
は
結
構
な
れ
ど
取
り
あ
ぐ
る
人

な
し
］

・
神
道
…
…
濁
醪
（
ど
ぶ
ろ
く
）［
古
代
は
こ
れ
に
て
事
す
み

た
る
か
］

・
禅
…
…
焼
酎
［
暑
中
或
い
は
積
気
お
さ
え
に
一
杯
は
よ
き
事

も
あ
る
べ
し
。
畢
竟
は
毒
と
心
得
た
る
が
よ
か
ら
ん
］

・
程
朱
（
北
宋
の
程
明
道
・
程
伊
川
と
南
宋
の
朱
熹
）
…
…
伊

丹
並
諸
白
［
ど
ち
か
ら
み
て
も
江
戸
づ
み
づ
み
、
但
並
酒
の

古
道
具
を
用
い
て
造
ら
れ
た
る
故
、
す
こ
し
の
う
つ
り
臭

（
か
）
あ
り
。
又
実
（
み
）
が
漓
（
う
す
）
う
て
足
が
よ
わ
い
。

こ
こ
が
御
膳
酒
に
お
よ
ば
ぬ
所
］

・
明
諸
儒
（
明
代
の
儒
者
）
…
…
火
入
酒
［
損
じ
た
る
酒
を
な

お
す
が
手
段
。
但
酢
き
味
は
な
お
り
た
る
よ
う
な
れ
ど
灰
の

気
が
鼻
を
つ
く
。
さ
ら
は
酒
は
な
お
り
た
る
や
あ
ら
ず
や
］

・
陽
明
（
明
の
王
陽
明
）
…
…
贋
伊
丹
酒
［
急
度
伊
丹
極
上
御

膳
酒
と
印
は
あ
れ
ど
、
実
は
並
酒
に
焼
酎
を
合
わ
せ
た
る
も

の
と
見
え
た
り
。
や
は
り
ビ
イ
ド
ロ
の
猪
口
に
て
ま
い
る
べ

し
。
間
し
て
は
い
け
ま
い
］

・
仁
斎
（
伊
藤
仁
斎
）
…
…
新
酒
［
下
戸
が
す
く
］

・
徂
徠
春
台
（
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
）
…
…
鬼
こ
ろ
し
［
あ

ら
き
計
に
て
酒
と
も
お
も
ほ
ら
ず
］

　

こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
で
は
、
孔
子
孟
子
の
正
統
儒
学
が
「
伊

丹
極
上
御
膳
酒
」
と
し
て
絶
讃
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
伊
丹
」

と
は
現
在
の
兵
庫
県
の
地
名
で
、
当
時
か
ら
名
酒
の
生
産
地
と
し

書簡と扇のデジタルアーカイブ ― 湯浅邦弘
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と
が
最
高
級
の
吟
醸
酒
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に

分
か
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、「
陽
明
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
反
対
面
の
「
醸
評
」

の
「
贋
（
ニ
セ
）
伊
丹
酒
」
が
赤
色
表
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
陽

明
学
は
、
孔
孟
の
学
に
似
て
は
い
る
け
れ
ど
も
「
贋
物
」
だ
と
す

る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
学
問
評
価
の
一
端
を
示
す
資

料
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
こ
う
し
た
資
料
の

特
色
を
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
表
示
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
中
井
履
軒
が
、
こ
う
し
た
批
評
を
扇
に
記
し
た
の
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
扇
は
、
折

り
た
た
む
と
一
本
の
棒
の
よ
う
に
な
り
、
展
開
す
る
と
扇
状
に
開

く
。
こ
う
し
た
扇
の
特
性
を
重
視
す
れ
ば
、
諸
学
派
が
追
究
す
べ

き
道
は
本
来
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理
論
を
展
開
し
て
い

く
と
、
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
扇
が
「
聖
賢
扇
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
履
軒
自
身

の
命
名
か
後
人
の
命
名
な
の
か
、
実
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
聖
人
が
清
酒
、
賢
人
が
濁
り
酒
に
喩
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
聖
賢
と
酒
は
密
接
な
関
係
に
あ
り（

２
）

、
こ
の
醸

評
を
記
し
た
扇
が
「
聖
賢
扇
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
二
重
の
意
味

で
興
味
深
い
。

て
有
名
で
あ
る
。
一
方
、
漢
代
以
降
の
儒
者
、
宋
代
・
明
代
の
儒

者
に
つ
い
て
は
徐
々
に
評
価
が
厳
し
く
な
り
、
ま
た
、
儒
家
以
外

の
老
荘
や
仏
教
、
神
道
、
禅
宗
な
ど
に
は
手
厳
し
い
評
価
が
下
さ

れ
、
さ
ら
に
、
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
は
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
諸

学
に
対
す
る
履
軒
の
評
価
、
特
に
反
荻
生
徂
徠
の
立
場
を
明
快
に

示
す
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
従
来
は
、
こ
の
扇
の
文
言
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
は
か

な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
展
覧
会
で
展
示
す
る
場
合
に
も
、
ど
ち
ら

か
一
面
だ
け
し
か
掲
示
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
仮
に
、
こ
の

扇
を
立
方
体
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に
立
て
て
展
示
す
れ
ば
、
両
面

を
閲
覧
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
扇
を
細
い
ワ
イ

ヤ
ー
で
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
資
料
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
「
聖
賢
扇
」
で
は
、
表

面
・
裏
面
ど
ち
ら
も
表
示
で
き
、
ま
た
、
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
一
回

で
、簡
単
に
反
転
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

画
像
の
拡
大
も
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
表
面
と
裏
面
の
文
言
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
分
か
り
や
す
く
表
示
で
き
る
。
例
え
ば
、「
醸
評
」
の
「
伊

丹
極
上
御
膳
酒
［
賞
賛
に
詞
な
し
］」
に
マ
ウ
ス
を
当
て
る
と
、

そ
の
釈
文
が
表
示
さ
れ
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
反
対
面
の「
孔
孟
」

が
赤
色
表
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
孔
子
と
孟
子
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三
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
の
展
開

　

以
上
、懐
徳
堂
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
内
、「
西
村
天
囚
書
簡
」

と
「
聖
賢
扇
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
集
約
す

る
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」http://kaitokudo.jp/　

で
は
、
他
に
も

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
い
る
。

　

漢
籍
を
電
子
書
籍
と
し
て
公
開
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
多

様
な
器
物
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
中
に
は
、
印
章
や
版
木
、
医
学
書
や
本
草
書
、
屏
風
や

模
型
な
ど
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
他
に
見
ら
れ
な

い
も
の
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）「
懐
徳
堂
文
庫
電
子
図
書
目
録
」
…
…
『
懐
徳
堂
文
庫
図

書
目
録
』
の
全
ペ
ー
ジ
約
三
万
六
千
点
の
資
料
を
検
索
で
き

る
。
ま
た
（
２
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

（
２
）「
懐
徳
堂
貴
重
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
…
…
懐
徳
堂
文
庫

資
料
の
内
、
最
重
要
資
料
約
四
百
点
を
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
高
精
細
な
画
像
、
詳
細
な
解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）「
懐
徳
堂
印
章
展
示
」
…
…
懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ
て
い

る
二
百
を
越
え
る
印
章
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
も

の
。
３
Ｄ
画
像
に
よ
り
、
印
を
マ
ウ
ス
操
作
で
回
転
さ
せ
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中

井
竹
山
・
中
井
履
軒
の
印
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
を
印

譜
『
懐
徳
堂
印
存
』
と
対
照
し
な
が
ら
閲
覧
で
き
る
。

（
４
）「
懐
徳
堂
絵
図
屏
風
展
示
」
…
…
懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ

て
い
る
巨
大
な
屏
風
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
も

の
。
一
双
十
二
面
か
ら
な
る
屏
風
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
歴
代

の
懐
徳
堂
学
舎
の
様
子
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）「
左
九
羅
帖
」…
…
中
井
履
軒
の
著
し
た
動
植
物
図
鑑（
本

草
書
）『
左
九
羅
帖
』
の
全
ペ
ー
ジ
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と

し
て
公
開
す
る
も
の
。
簡
単
な
マ
ウ
ス
操
作
に
よ
り
、
実
際

に
本
を
め
く
る
よ
う
に
し
て
、
全
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る
。

（
６
）「
懐
徳
堂
四
書
」
…
…
懐
徳
堂
を
代
表
す
る
四
書
注
釈
の

内
、
中
井
履
軒
の
『
大
学
雑
議
』『
中
庸
逢
原
』『
論
語
逢
原
』

『
孟
子
逢
原
』を
取
り
上
げ
て
、そ
の
全
容
を
紹
介
す
る
も
の
。

『
大
学
雑
議
』
と
『
中
庸
逢
原
』
に
つ
い
て
は
、
朱
子
の
「
章

句
集
注
」と
の
違
い
を
視
覚
的
に
明
ら
か
に
す
る「
対
照
ツ
ー

ル
」
を
付
け
て
い
る
。

（
７
）「
天
図
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
…
…
中
井
履
軒
が
作
成
し

た
木
製
の
天
体
模
型
「
天
図
」
を
動
か
し
て
み
る
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
）
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
履
軒
の
天
体

観
が
、
天
動
説
と
地
動
説
を
折
衷
し
た
よ
う
な
、
修
正
天
動

説
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
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（
８
）「
越
俎
弄
筆
」…
…
中
井
履
軒
の
医
学
書
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ

ク
と
し
て
公
開
し
た
も
の
。
単
に
全
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
重
要
な
語
句
、
印
記
な
ど
に
は
、
閲
覧
者

の
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
を
促
す
赤
枠
を
付
け
、
そ
れ
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
辞
書
画
面
が
開
い
て
、
読
解
を
支
援
す
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）「
懐
徳
堂
文
庫
蔵
版
木
『
画
本
大
阪
新
繁
昌
詩
』」
…
…

懐
徳
堂
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
約
三
百
枚
の
版
木
の
中
か

ら
、
最
も
保
存
状
態
の
良
い
『
画
本
大
阪
新
繁
昌
詩
』
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
。
木
版
印
刷
の
時
代
の
原
版
で
あ
り
、

ま
た
、
著
作
権
の
保
有
を
意
味
し
て
い
た
版
木
は
、
世
界
に

も
、
そ
う
多
く
は
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で

は
、
版
木
と
版
本
を
対
照
さ
せ
、
そ
の
版
本
が
実
際
に
懐
徳

堂
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

世
界
に
は
、「
○
○
文
庫
」と
称
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
書
籍
で
あ
る
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
文
庫
は
、
書
籍
を

中
心
に
多
く
の
器
物
を
含
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
書
籍
約
九

千
三
百
点
（
五
万
三
千
五
百
冊
）、
内
、
漢
籍
約
六
千
三
百
点
、

和
書
約
三
千
点
。
器
物
約
六
百
点
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。
さ
ら

に
現
在
も
、
大
阪
大
学
の
購
入
や
関
係
者
の
寄
贈
に
よ
り
、
点
数

が
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
点
に
も
特
色
が
あ
る
。言
わ
ば
、

生
き
て
い
る
文
庫
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
特
色
あ
る
文
庫
を
よ
り
有
効
に
活
用
し
、
ま
た
公
開

す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
手
法
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
そ
の
手
法
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
だ
け
に
限
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
図
書
館
・
博
物
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
お
よ
び
電
子
出
版
な
ど
に
も
応
用
が
可
能
で
あ

る
。
懐
徳
堂
の
手
法
が
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
り
、
世
界
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
進
展
す
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
大
阪
大
学
附
属
図
書
館

貴
重
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」
に
お
い
て
無
料
で
公
開
し
て
い
る
。
課
金
に

よ
る
収
入
を
得
る
こ
と
よ
り
も
、
懐
徳
堂
の
貴
重
資
料
を
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

注（
１
）	

懐
徳
堂
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、『
懐
徳
堂
事
典
』（
湯
浅
邦
弘

編
著
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
及
び『
懐
徳
堂
研
究
』（
湯

浅
邦
弘
編
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
２
）	「
聖
賢
」と
は
、
も
と
よ
り
聖
人
と
賢
人
と
の
併
称
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、

聖
人
が
清
酒
、
賢
人
が
濁
り
酒
に
喩
え
ら
れ
、
ま
た
広
く
酒
の
意
味
で
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使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
用
例
と
し
て
は
、
唐
・
白
居
易「
和

夢
游
春
詩
一
百
韵
」に「
九
醖
備
聖
賢
、
八
珍
究
水
陸
」、
宋
・
蘇
轍「
九

日
陰
雨
不
止
病
中
把
酒
示
諸
子
」
詩
之
三
に
「
庭
菊
兼
黄
白
、
村
醪
雑

聖
賢
」
な
ど
が
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
一
日
、
中
国
甘
粛
省
敦

煌
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
３
年
中
文
デ
ジ
タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン

グ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
学
会
（
中
文
数
字
出
版
与
数
字

図
書
館
国
際
研
討
会
）」
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
「
书
简
与
扇

的
数
字
图
书
馆

─
大
阪
大
学
怀
德
堂
文
库
的
相
关
措
施

─
」

（
原
文
は
中
国
語
）
を
基
に
、
修
訂
を
加
え
て
定
稿
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
本
発
表
に
よ
り
、
筆
者
は
当
学
会
か
ら
「
優
秀

学
術
論
文
賞
」
を
授
与
さ
れ
た
。
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